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議案質疑

議

案

質

疑

　
全
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
９
月
９
日
に
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
23

項
目
に
及
ぶ
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。な

ぜ
つ
く
ば
薬
科
大
学
へ

市
か
ら
支
援
す
る
の
か

小
中
学
校
の
給
食
費
の

不
足
問
題
に
つ
い
て

つ
く
ば
薬
科
大
学
開
設
に
よ
る

活
性
化
の
根
拠
は

つ
く
ば
薬
科
大
学
が
開
設
さ
れ

る
と
地
域
の
活
性
化
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
活
性
化
に

な
る
の
か
。
例
え
ば
、
平
成
16
年
に
銚

子
市
に
で
き
た
千
葉
科
学
大
学
は
、
当

時
は
活
性
化
す
る
と
い
わ
れ
、
市
で
も

多
額
の
補
助
金
を
出
し
た
が
、
駅
前
通

り
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
、
活
性

化
は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
本
市
に
大

学
が
開
設
さ
れ
た
場
合
も
、
現
在
は
車

社
会
で
あ
り
、
茂
田
地
区
と
つ
く
ば
市

は
近
く
、
学
生
は
つ
く
ば
市
に
流
れ
て

し
ま
い
、
本
市
の
活
性
化
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

本
市
の
活
性
化
に
な
る
の
か
、
ま
た
、

経
済
効
果
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
市
長
公
室
長
】
大
学
開
設
に

よ
る
活
性
化
に
つ
い
て
、
確
か

に
銚
子
市
を
は
じ
め
地
方
都
市
は
大
変

な
状
況
に
あ
る
が
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
大
学
の
立
地
誘
導
と
い
う
も
の

が
図
ら
れ
て
い
る
。
大
学
誘
致
は
、
長

年
の
市
民
の
希
望
で
あ
り
、
大
学
が
設

置
さ
れ
る
と
、
教
育
力
向
上
、
産
学
官

連
携
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
、
地

域
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
な
る
。
ま
た
、
学

生
や
教
職
員
な
ど
多
数
の
人
々
が
ま
ち

を
行
き
か
う
こ
と
で
地
域
が
に
ぎ
わ

い
、
大
学
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

よ
り
地
域
住
民
と
学
生
と
の
交
流
な
ど

が
行
わ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地

域
の
活
力
向
上
な
ど
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
一
方
、
経
済
効
果
の
根
拠

と
し
て
は
、
大
学
関
連
施
設
及
び
設
備

等
の
建
設
効
果
や
備
品
等
の
整
備
に
よ

る
経
済
効
果
、
教
育
研
究
活
動
や
学
生
・

教
職
員
の
消
費
に
よ
る
経
済
効
果
等
が

挙
げ
ら
れ
る
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に

お
い
て
、
つ
く
ば
薬
科
大
学
へ

の
補
助
２
億
円
が
債
務
負
担
行
為
と
し

て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
市
民
の
生
活

は
原
油
高
、
食
料
品
高
に
よ
っ
て
収
入

が
ふ
え
な
い
中
で
大
変
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市

は
未
曾
有
の
財
政
危
機
に
あ
り
、
市
が

進
め
て
い
る
財
政
再
建
策
は
国
保
税
・

公
共
下
水
道
料
金
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
に
よ
る
保

険
料
の
引
き
上
げ
等
で
、
財
政
再
建
の

た
め
に
住
民
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
企

業
の
大
学
建
設
に
対
し
、
借
金
ま
で
し

て
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
支
援
の
理
由
を
尋
ね
た
い
。
ま
た
、

県
の
財
政
支
援
の
中
身
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
尋
ね
た
い
。

【
市
長
公
室
長
】
今
回
の
財
政

支
援
に
つ
い
て
は
、
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
。
合
併
特
例
債
は
市

に
と
っ
て
負
担
が
か
か
ら
な
い
起
債

で
、
現
行
制
度
上
、
大
変
有
利
な
制
度

で
あ
る
。
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
去

る
８
月
18
日
、
市
民
の
代
表
の
方
に
も

委
員
を
お
願
い
し
て
い
る
「
つ
く
ば
薬

科
大
学
早
期
開
学
促
進
協
議
会
」
に
諮

り
、
賛
同
を
得
て
い
る
。
財
政
が
厳
し

い
中
、
市
民
に
負
担
を
お
願
い
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
財
政
支
援
は
、
市

の
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
施
策
で
あ

る
。
ま
た
、
一
企
業
に
対
し
て
財
政
支

援
を
な
ぜ
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
支
援
先
は
学
校
法
人
で
、
大
学

施
設
は
国
や
県
の
認
可
や
監
督
を
受
け

る
公
共
施
設
で
あ
り
、
営
利
を
目
的
と

す
る
企
業
と
は
異
な
る
の
で
ご
理
解
賜

り
た
い
。
さ
ら
に
、
県
の
財
政
支
援
に

つ
い
て
、
県
は
非
常
に
前
向
き
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
期

待
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
県
と
密

に
情
報
交
換
を
し
て
、
是
非
、
21
年
度

当
初
予
算
に
補
助
金
と
し
て
計
上
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
ま
い
り

た
い
。

小
中
学
校
の
給
食
費
の
不
足
分

に
つ
い
て
以
下
の
こ
と
を
尋
ね

た
い
。
①
不
足
分
の
半
分
を
市
で
負
担

し
、
残
り
の
半
分
が
生
徒
の
弁
当
持
参

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
保
護
者
と

子
供
た
ち
の
反
応
は
ど
う
か
。
②
３
月

末
日
ま
で
に
何
食
持
参
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
給
食
費
の
金
額
に
よ
っ
て
弁
当

持
参
の
回
数
の
違
い
は
。
③
弁
当
持
参

が
で
き
な
い
家
庭
へ
の
対
応
は
。
④
導

入
す
る
に
当
た
っ
て
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑
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水
道
事
業
に
お
け
る

今
後
の
契
約
水
量
の
見
直
し
は

道
路
維
持
補
修
は

市
民
の
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
た
か

　一般質問

Ａ
に
対
す
る
説
明
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
対
応
は
。
⑤
原
油
高
騰
対
策
分
の

交
付
税
措
置
と
い
う
緊
急
対
策
が
あ
る

が
、
こ
の
対
策
は
。

【
教
育
次
長
】
①
保
護
者
の
反

応
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

に
は
手
紙
や
電
話
で
物
価
高
に
よ
る
給

食
へ
の
影
響
の
心
配
、
栄
養
の
確
保
や

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に
は
値
上

げ
は
仕
方
が
な
い
な
ど
の
意
見
、
各
学

校
に
は
給
食
は
大
丈
夫
か
な
ど
の
相
談

が
あ
っ
た
。
反
応
は
実
施
後
に
出
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
②
弁
当
持
参
の
回
数

は
、
各
地
区
に
よ
っ
て
給
食
費
が
異
な

る
た
め
回
数
が
異
な
る
。
今
年
10
月
か

ら
の
回
数
は
、
下
館
地
区
で
は
小
学
校

５
回
、
中
学
校
６
回
、
関
城
地
区
で
は

小
中
学
校
３
回
、
明
野
地
区
で
は
小
学

校
３
回
、
中
学
校
５
回
、
協
和
地
区
で

は
小
学
校
２
回
、
中
学
校
４
回
で
あ
る
。

給
食
費
の
金
額
と
弁
当
の
回
数
に
つ
い

て
は
、
給
食
費
が
高
い
場
合
弁
当
の
回

数
が
少
な
く
、
下
館
地
区
の
小
学
校
の

場
合
３
，
７
０
０
円
で
弁
当
の
回
数
は

５
回
、
関
城
地
区
や
明
野
地
区
の
場
合

３
，
９
０
０
円
で
３
回
、
協
和
地
区
の

場
合
４
，
０
０
０
円
で
２
回
で
あ
る
。

③
弁
当
を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
子
供
に

対
し
て
は
、
弁
当
持
参
後
に
状
況
を
把

握
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
の
で
ご
理

解
賜
り
た
い
。
④
保
護
者
に
対
す
る
説

明
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
前
の
７
月
に

全
保
護
者
に
対
し
、
給
食
費
不
足
に
よ

る
今
後
の
対
応
や
次
年
度
か
ら
の
値
上

げ
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

【
企
画
部
長
】
⑤
学
校
給
食
に
関
す
る
特

別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
原
油

等
価
格
高
騰
対
策
に
関
し
て
総
務
省
か

ら
通
知
が
出
て
い
る
。
そ
の
中
に
学
校

給
食
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
補
正

の
市
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
特
殊
財

政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

平
成
19
年
度
の
水
道
事
業
決
算

は
、
１
億
３
，
５
２
３
万
５
千

円
の
赤
字
と
な
り
、
累
積
欠
損
金
が

20
億
９
，
２
５
８
万
３
千
円
と
大
変
深

刻
で
あ
る
。
過
日
の
一
般
質
問
に
お
い

て
「
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
値
上
げ
す
る

の
か
」
と
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
で

は
、
県
と
の
契
約
水
量
の
問
題
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
県
と
の
契
約
水

量
は
、
一
日
最
大
水
量
１
万
２
千
㎥
で
、

使
用
率
は
42
・
６
％
と
の
こ
と
で
半
分

以
上
の
水
が
余
っ
て
お
り
、
契
約
水
量

と
利
用
水
量
の
差
が
大
き
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
契
約
水
量
に
つ
い
て
、
人
口

が
減
少
し
て
い
る
状
況
下
、
今
後
ど
の

よ
う
に
見
直
し
を
し
て
い
く
の
か
尋
ね

た
い
。

【
上
下
水
道
部
長
】
県
西
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業
の
契
約

水
量
は
、
県
と
関
係
市
町
村
の
水
道
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
協
定
を
結
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
本
市
の
契
約
水
量
は
、
一

日
最
大
給
水
量
１
万
２
千
㎥
、
平
成
19

年
度
に
お
け
る
県
か
ら
の
年
間
受
水
量

は
１
８
６
万
７
，
８
５
７
㎥
、
一
日
当

た
り
の
平
均
受
水
量
は
５
，
１
１
７

㎥
で
あ
り
、
一
日
最
大
給
水
量
と
比

較
す
る
と
42
・
６
％
、
年
間
配
水
量

９
０
１
万
９
，
９
５
３
㎥
に
対
し
て
、

県
か
ら
の
受
水
量
の
割
合
は
20
・
７
％

で
あ
る
。
契
約
水
量
と
利
用
水
量
の
差

が
大
き
い
理
由
は
、
契
約
水
量
は
一
日

最
大
給
水
量
で
の
契
約
で
あ
り
、
ま
た

各
家
庭
で
の
節
水
等
に
よ
り
計
画
通
り

に
給
水
量
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
や
経

費
削
減
の
た
め
地
下
水
の
活
用
を
図
っ

た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
契
約

水
量
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
県
と
の
協
議
は
具
体
化
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
料
金
改
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状
況
で
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、
地
下
水
採
取

が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
県
西
用
水
の
受
水
量
を
増
加

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
賜
り
た
い
。

今
回
の
決
算
に
お
け
る
道
路
維

持
補
修
事
業
に
つ
い
て
尋
ね
た

い
。
平
成
18
年
度
決
算
額
は
２
億
２
，

７
２
０
万
円
、
平
成
19
年
度
決
算
額
は

１
億
４
，
４
４
１
万
円
と
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
補
修
箇
所
が
95
カ

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
は
１
５
０

カ
所
で
あ
っ
た
。
金
額
及
び
箇
所
と
も

減
少
し
て
い
る
が
、
市
民
の
要
望
に
こ

た
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

【
土
木
部
長
】
平
成
18
年
度
の

道
路
補
修
要
望
箇
所
は
６
３
８

件
、
補
修
箇
所
は
４
６
４
件
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
昨
年
の
１
５
０
カ
所
に
つ
い

て
は
請
負
工
事
分
で
あ
る
。
ま
た
、
平

成
19
年
度
の
道
路
補
修
要
望
箇
所
は

６
８
３
件
、
補
修
箇
所
は
４
６
７
件
で

あ
る
。
箇
所
数
の
減
少
は
請
負
工
事
費

の
減
少
に
よ
る
も
の
だ
が
、
直
営
工
事

に
よ
り
少
な
い
予
算
を
補
い
、
前
年
度

と
同
様
な
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

今
回
補
正
予
算
で
２
千
万
円
を
計
上

し
、
要
望
に
こ
た
え
る
べ
く
努
力
を
し

て
い
る
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。
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